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｢満州国」における在満朝鮮人指導方針と「民族協和」

（
１
）
 

か
つ
て
「
満
州
国
」
と
い
う
国
家
が
あ
っ
た
。

一
九
三
二
年
一
一
一
月
一
日
に
中
国
東
北
地
方
に
忽
然
と
出
現
し
、
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日
に
皇
帝
愛
新
覚
羅
溥
儀
の
退
位
宣
言
を
も
っ

て
姿
を
消
し
た
満
州
国
の
生
命
は
、
わ
ず
か
一
三
年
五
ヵ
月
あ
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

満
州
国
は
軍
事
・
外
交
を
は
じ
め
、
内
政
・
司
法
な
ど
が
関
東
軍
お
よ
び
日
本
人
官
吏
に
よ
り
掌
握
さ
れ
た
国
家
で
あ
り
、
国
務
総
理

や
各
部
長
の
職
は
中
国
人
が
担
当
し
た
が
、
実
権
は
関
東
軍
司
令
官
と
日
系
官
吏
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
国
際
連
盟
加
盟

は
じ
め
に 「
満
州
国
」
に
お
け
る
在
満
朝
鮮
人
指
導
方
針
と

「
民
族
協
和
」

政
治
学
専
攻
博
士
課
程
二
年

尹
虎

九
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一
九
三
二
年
三
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
満
州
国
の
建
国
宣
言
は
「
凡
そ
新
国
家
領
土
内
に
在
り
て
居
住
す
る
も
の
は
皆
種
族
の
岐
視
尊

卑
の
分
別
な
し
。
原
有
の
漢
族
、
満
族
、
蒙
族
、
朝
鮮
の
各
族
を
除
く
の
外
、
即
ち
其
他
の
国
人
に
し
て
雛
も
長
久
に
居
留
を
願
ふ
者
も

（少』
）

亦
平
等
の
待
遇
を
享
く
る
こ
と
を
得
、
そ
の
ま
さ
に
得
べ
き
権
利
を
保
障
し
、
そ
れ
を
し
て
絲
毫
も
侵
損
あ
ら
し
め
ず
」
と
述
べ
、
在
満

朝
鮮
人
を
満
州
国
の
国
民
と
認
め
る
と
同
時
に
漢
・
満
・
蒙
・
日
・
朝
の
五
民
族
が
等
し
く
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
、
「
五
族

協
和
」
な
い
し
「
民
族
協
和
」
を
建
国
の
理
念
に
掲
げ
た
。

「
民
族
協
和
」
の
理
論
は
、
張
作
課
爆
殺
、
張
学
良
政
権
の
国
民
政
権
へ
の
傾
斜
、
中
国
に
お
け
る
民
族
主
義
の
高
揚
に
伴
う
排
日
の

強
化
と
い
う
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
が
、
満
州
国
の
建
国
を
契
機
に
「
王
道
政
治
」
と
と
も
に
、
日
本
人
を
指
導
民
族
と

す
る
複
数
民
族
国
家
形
成
の
統
治
理
念
へ
転
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
満
州
国
が
統
治
理
念
と
し
て
民
族
協
和
を
挙
げ
た
理
由
に
つ

い
て
、
山
室
信
一
は
「
国
内
諸
民
族
の
平
等
と
帝
国
主
義
の
圧
迫
か
ら
独
立
を
め
ざ
す
三
民
主
義
の
う
ち
、
民
族
主
義
や
民
族
自
決
主
義

国
の
多
く
は
、
「
満
洲
地
域
は
中
華
民
国
の
主
権
下
に
あ
る
べ
き
」
と
す
る
中
華
民
国
の
立
場
を
支
持
し
て
、
日
本
政
府
を
非
難
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
一
九
三
三
年
〈
昭
和
八
年
）
に
日
本
が
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
す
る
主
な
原
因
と
な
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

満
州
事
変
と
満
州
国
の
成
立
に
よ
り
、
旧
満
州
地
域
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
は
一
三
年
五
ヵ
月
の
間
、
満
州
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
満
州
国
の
民
族
指
導
の
理
念
、
朝
鮮
人
指
導
の
方
策
、
指
導
機
関
な
ど
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
を
通
じ
、
満
州
国
時
代
の
朝
鮮
人
統
治
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
「
民
族
協
和
」
理
論
の
提
出
と
「
在
満
朝
鮮
人
指
導
方
策
」
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｢満州国」における在満朝鮮人指導方針と「民族協和」

（
４
）
 

一
九
一
一
一
三
年
一
一
一
月
、
関
東
軍
司
令
部
は
「
満
州
に
於
け
る
朝
鮮
人
指
導
方
策
」
を
制
定
し
、
在
満
朝
鮮
人
の
統
制
を
図
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
方
策
は
、
在
満
朝
鮮
人
の
統
治
理
念
と
し
て
「
満
州
国
に
於
け
る
民
族
協
和
の
精
神
に
合
致
す
る
如
く
指
導
す
る
」
を
揚
げ
、

「
民
族
協
和
」
を
重
視
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
在
満
朝
鮮
人
統
治
に
お
け
る
「
民
族
協
和
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

た
。
こ
こ
に
は
、
朝
鮮
人
を
満
州
国
の
国
民
と
し
て
位
置
づ
け
た
関
東
軍
の
意
図
が
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
措
置
と
し
て
、
関
東
軍
は
ま
ず
「
在
満
日
本
最
高
統
治
機
関
は
関
係
諸
機
関
（
満
州
国
を
含
む
）
と
連
繋
」
し
て
在
満
朝
鮮

人
を
指
導
、
統
制
し
、
さ
ら
に
「
適
当
な
る
宗
教
の
普
及
、
言
論
機
関
の
指
導
な
ど
に
依
り
思
想
の
善
導
を
図
り
、
特
に
有
職
階
級
者
の

（
。
。
）

指
導
に
努
め
、
且
つ
排
口
凹
共
産
主
義
思
想
の
取
締
を
励
行
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
五
族
協
和
」
、
「
民
族
協
和
」
に
お
け
る
在
満
朝
鮮
人
統
治
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
在
満
朝
鮮
人
統
治
は
満
州
国
統

治
に
、
そ
し
て
、
「
民
族
協
和
」
政
策
の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
統
治
方
針
と
統
治
機
構
の
変
遷
に
注
目

し
な
が
ら
、
日
本
の
在
満
朝
鮮
人
統
治
の
実
態
、
本
質
を
探
る
こ
と
に
し
よ
う
。

に
対
抗
的
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
持
ち
、
こ
れ
に
よ
り
反
日
・
排
日
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
民
族
意
識
を
暗
消
せ
し
め
る
意
図
が

（
３
）
 

こ
め
ら
れ
て
い
た
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
華
民
国
成
立
以
後
、
「
民
族
平
等
」
は
す
で
に
複
合
民
族
国
家
中
国
に
お
け
る
国
家
統
治
の

基
軸
、
目
標
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
満
州
国
の
「
五
族
協
和
」
は
辛
亥
革
命
を
成
し
遂
げ
た
後
、
共
和
体
制
の
確
立
を
目
指
す
た
め

に
孫
文
が
唱
え
た
「
漢
・
満
・
蒙
・
回
・
蔵
五
族
代
表
に
よ
る
五
族
共
和
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

「
満
州
に
於
け
る
朝
鮮
人
指
導
方
策
」

四
一
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満
州
事
変
後
、
在
満
朝
鮮
人
と
中
国
人
の
間
で
、
小
作
、
水
路
問
題
な
ど
を
巡
っ
て
対
立
が
悪
化
し
続
け
る
状
況
を
背
景
に
、
在
満
朝

鮮
人
に
よ
る
自
治
運
動
が
高
揚
し
て
い
た
。
新
国
家
の
創
立
を
き
っ
か
け
に
、
政
治
へ
の
影
響
を
強
化
し
、
朝
鮮
民
族
の
生
存
権
の
確
保

と
地
位
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
朝
鮮
人
の
自
治
運
動
は
、
抗
日
運
動
が
激
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
抗
日
勢
力
と
繋
が
る

危
険
性
を
内
包
し
て
い
た
た
め
、
「
満
州
に
於
け
る
朝
鮮
人
指
導
方
策
」
に
お
い
て
、
日
本
は
政
治
的
、
治
安
的
な
観
点
か
ら
危
機
感
を

も
っ
て
、
朝
鮮
人
団
体
（
民
会
連
合
会
）
を
強
化
し
、
朝
鮮
人
の
懐
柔
、
統
制
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

統
治
機
関
と
し
て
は
、
在
満
朝
鮮
人
の
統
治
機
関
を
統
一
す
る
た
め
、
関
東
軍
が
関
係
諸
機
関
、
満
州
国
と
連
携
し
、
満
州
に
お
け
る

朝
鮮
人
の
指
導
を
統
制
す
る
方
策
を
採
る
。
関
係
機
関
で
あ
る
関
東
庁
、
在
満
日
本
大
使
館
、
領
事
館
、
総
督
府
及
び
満
鉄
な
ど
は
当
分
の

間
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
業
務
に
当
り
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
て
兼
務
者
を
設
け
、
相
互
の
連
絡
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

「
各
統
治
機
構
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
業
務
に
あ
た
る
」
と
い
う
方
針
は
「
日
韓
合
併
」
後
の
在
満
朝
鮮
人
を
「
日
本

の
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
」
と
見
な
す
統
治
を
堅
持
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
朝
鮮
人
を
満
州
国
の
国
民
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
想

定
し
な
が
ら
も
、
従
来
の
統
治
を
そ
の
ま
ま
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
当
時
、
極
め
て
悪
化
し
て
い
た
治
安
、
抗
日
運
動

の
高
揚
と
い
う
局
面
の
打
破
に
精
一
杯
で
あ
っ
た
関
東
軍
が
、
「
国
民
形
成
」
と
い
う
課
題
に
注
目
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
の
関
東
軍
は
、
在
満
朝
鮮
人
を
満
州
国
民
と
す
る
意
図
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
割
く
べ
き

実
力
の
な
い
、
「
有
心
無
力
」
の
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
関
東
軍
は
、
朝
鮮
人
の
統
制
を
容
易
に
す
る
た
め
に
朝
鮮
人
の
集
団
化
を
求
め
、
「
統
制
ア
ル
集
団
」
の
下
に
定
着
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
「
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
」
を
組
織
し
、
そ
れ
ら
を
連
絡
機
関
と
し
、
各
地
の
朝
鮮
人
の
統
制
を
容
易
に
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

四
一

一
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｢満州国」における在満朝鮮人指導方針と「民族協和」

全
満
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
（
以
下
、
「
連
合
会
」
と
略
す
る
）
は
「
各
民
会
共
通
の
事
項
及
在
満
朝
鮮
人
の
向
上
発
展
に
関
す
る
事
項

（
６
）
 

を
研
究
審
議
し
之
が
実
行
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
、
初
代
会
長
と
し
て
奉
天
居
留
民
〈
麦
会
長
長
野
多
内
が
就
任
す
る
。

彼
は
連
合
会
設
立
か
ら
解
散
直
前
で
あ
る
一
九
三
六
年
一
二
月
ま
で
会
長
を
務
め
た
が
、
連
合
会
の
会
長
に
日
本
人
が
就
任
し
た
の
は
、

朝
鮮
人
の
団
体
で
あ
る
連
合
会
の
活
動
を
統
制
す
る
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
事
実
上
、
連
合
会
は
在
満
朝
鮮
人
統
治
の
末
端
統
治
機
関

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

連
合
会
の
組
織
は
満
州
各
地
朝
鮮
人
民
会
、
朝
鮮
人
会
、
朝
鮮
人
居
留
民
会
及
び
朝
鮮
人
加
盟
の
日
本
人
居
留
会
を
も
っ
て
構
成
し
、

財
政
は
主
に
外
務
省
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
（
一
九
三
六
年
に
は
二
万
九
七
五
○
円
で
あ
っ
た
）
。
連
合
会
の
加
盟

民
会
数
は
設
立
当
時
の
一
三
カ
所
か
ら
、
一
九
三
七
年
一
一
月
に
は
一
二
五
カ
所
ま
で
増
加
す
る
。
各
地
に
設
立
さ
れ
た
民
会
の
性
格
や

事
業
を
統
一
さ
せ
、
連
合
会
に
統
合
す
る
と
と
も
に
、
民
会
会
員
の
利
益
の
拡
大
と
在
満
朝
鮮
人
の
生
活
の
安
定
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
、

連
合
会
は
機
関
紙
と
し
て
会
報
も
発
行
し
た
。

そ
し
て
、
連
合
会
は
年
に
一
回
定
期
総
会
を
開
き
、
連
合
会
や
各
民
会
か
ら
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
決
定
し
た
案
件
を
関
係
機
関

に
建
議
し
、
そ
の
一
部
を
実
行
さ
せ
て
い
た
。
七
回
に
わ
た
る
総
会
の
会
議
記
録
を
見
る
限
り
、
連
合
会
は
朝
鮮
人
学
校
組
合
を
組
織
す

る
な
ど
在
満
朝
鮮
人
教
育
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
連
合
会
の
総
会
で
は
「
在
満
朝
鮮
人
教
育
二
関
ス
ル
件
」
（
第
五
回

総
会
）
、
「
全
満
朝
鮮
人
初
等
教
育
統
制
に
関
す
る
件
」
、
「
中
等
教
育
機
関
設
置
の
件
」
、
「
卒
業
生
指
導
学
校
及
産
業
指
導
部
落
設
定
の
件
」

（
第
六
回
総
会
）
な
ど
、
在
満
朝
鮮
人
教
育
の
具
体
策
に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
、
意
見
が
纏
ま
る
と
連
合
会
の
決
議
と
し
て
積
極
的

全
満
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
の
設
立

四
三
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総
じ
て
言
え
ば
、
満
州
国
成
立
後
、
治
安
の
不
安
定
と
在
満
朝
鮮
人
自
治
運
動
の
高
揚
を
背
景
に
日
本
は
「
満
州
に
於
け
る
朝
鮮
人
指

導
方
策
」
を
制
定
し
、
約
三
年
間
、
在
満
朝
鮮
人
を
「
日
本
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
」
と
見
な
す
従
来
の
政
策
を
展
開
し
続
け
た
。
こ
の

時
期
は
本
格
的
に
「
民
族
協
和
」
を
展
開
す
る
た
め
の
準
備
段
階
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
統
治
機
構
に
関
し
て
は
、
「
各
統
治
機
構
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
業
務
に
あ
た
る
」
原
則
を
取
る
同
時
に
「
全
満
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
」
を
末
端
統
治
機
構
と
し
て
新
設

し
た
。
満
州
国
は
不
十
分
な
が
ら
、
在
満
朝
鮮
人
の
統
治
基
準
と
原
則
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

教
育
政
策
の
他
に
連
合
会
は
「
産
業
第
一
主
義
運
動
」
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
一
九
三
三
年
三
月
、
連
合
会
は
総
督
府
よ
り
農
業
奨

励
費
の
補
助
を
受
け
、
製
縄
機
二
八
台
と
叺
織
機
二
三
一
一
台
を
購
入
し
、
翌
年
に
も
八
○
○
台
を
購
入
し
、
各
民
会
に
貸
与
し
た
。
産
業

（
＄
）
 

統
制
を
通
じ
て
民
会
や
在
満
朝
鮮
人
を
管
理
・
統
制
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
連
合
会
は
教
育
と
副
業
の
奨
励
な
ど
の
生
活
安
定
策
を
通
じ
て
在
満
朝
鮮
人
を
懐
柔
し
な
が
ら
、
総
会
の
開
催
と
会
報
の

発
行
を
通
じ
て
民
会
と
朝
鮮
人
を
統
合
し
、
朝
鮮
人
の
自
治
の
要
求
を
抑
制
し
た
。
あ
く
ま
で
連
合
会
は
生
活
の
安
定
を
目
標
と
し
て
設

置
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
政
治
結
社
の
気
分
」
、
「
地
方
自
治
行
政
機
関
」
化
や
「
政
治
運
動
」
は
日
本
に
と
っ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

（
９
）
 

か
つ
た
。

｛
句
０
）

に
実
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

治
安
の
回
復
と
満
州
国
国
家
機
構
の
整
備
、
治
外
法
権
の
撤
廃
に
伴
っ
て
、
一
九
三
六
年
八
月
五
日
、
関
東
軍
司
令
部
は
「
在
満
朝
鮮

第
二
節
「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
と
朝
鮮
人
民
会
の
解
散

四
四
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（
ぬ
）

人
指
導
要
綱
」
を
制
定
し
、
在
満
朝
鮮
人
に
関
す
蚕
③
基
本
方
針
を
改
め
、
新
た
な
在
満
朝
鮮
人
に
関
す
る
基
本
方
針
を
確
立
し
た
。
今
回

の
指
導
方
針
に
は
在
満
朝
鮮
人
を
満
州
国
国
民
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
現
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
民
族
協
和
」
の
優

先
、
す
な
わ
ち
、
在
満
朝
鮮
人
を
「
満
州
国
国
民
」
と
見
な
す
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

治
外
法
権
の
撤
廃
は
「
満
州
国
」
建
国
以
来
、
「
独
立
国
家
」
と
し
て
の
満
州
国
を
強
調
し
、
満
州
国
の
「
対
外
的
信
用
」
を
高
め
、

さ
ら
に
建
国
理
念
と
し
て
の
「
民
族
協
和
」
、
つ
ま
り
複
数
民
族
国
家
に
お
け
る
民
族
の
統
合
を
強
化
す
る
目
的
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た

が
、
治
外
法
権
の
撤
廃
は
在
満
朝
鮮
人
統
治
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
満
州
国
に
お
け
る
治
外
法
権
の
撤
廃
は
一
九
三

（
、
）

一
ハ
年
六
月
、
一
一
月
、
一
一
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
全
て
の
治
外
法
権
は
最
終
的
に
撤
廃
さ
れ
る
。

「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
に
お
い
て
、
関
東
軍
は
ま
ず
「
満
州
国
ノ
重
要
ナ
ル
構
成
分
子
タ
ル
コ
ト
ヲ
真
一
一
自
覚
セ
シ
メ
」
、
「
満
州

国
民
ダ
ル
義
務
ヲ
履
行
シ
、
満
州
国
ノ
発
展
二
貢
献
シ
、
他
民
族
ト
融
和
ヲ
図
リ
」
、
「
均
等
ノ
条
件
」
の
下
で
発
展
す
る
よ
う
に
指
導
す

（
理
）

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
指
導
方
針
と
１
』
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
定
め
た
。

第
一
に
「
民
族
協
和
」
の
精
神
を
覚
醒
、
振
興
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
満
州
国
へ
の
義
務
履
行
の
観
念
お
よ
び
労

働
精
神
の
伸
長
に
努
め
る
た
め
に
、
「
核
心
的
指
導
階
級
」
を
養
成
し
、
「
民
族
協
和
」
を
徹
底
さ
せ
る
と
同
時
に
満
州
国
へ
の
動
員
の
た

め
に
は
、
「
現
存
民
衆
団
体
ハ
其
性
格
二
応
ジ
満
州
帝
国
協
和
会
二
統
合
ス
ル
」
と
決
め
た
。

第
二
に
「
在
満
朝
鮮
人
に
対
す
る
朝
鮮
総
督
府
の
権
限
は
治
外
法
権
撤
廃
に
伴
っ
て
満
州
国
に
移
行
し
、
朝
鮮
総
督
府
の
施
政
は
関
東

軍
司
令
官
兼
全
権
大
使
を
通
じ
て
満
州
国
政
府
が
実
施
す
る
」
と
し
た
。

第
三
に
、
旧
東
北
政
権
時
代
の
「
暴
政
」
に
対
す
る
「
反
動
的
観
念
」
と
「
一
部
ノ
誤
レ
ル
優
越
感
」
を
抑
制
し
、
「
民
族
協
和
」
の

建
国
精
神
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
他
民
族
と
の
融
和
を
図
り
他
民
族
と
同
等
の
処
遇
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

四
五
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「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
の
公
布
と
施
行
は
、
在
満
朝
鮮
人
統
治
機
構
の
改
編
を
促
し
た
。
関
東
軍
が
在
満
朝
鮮
人
を
多
民
族
の
満

州
国
へ
と
統
合
す
る
こ
と
を
図
る
と
と
も
に
、
「
平
等
・
共
存
共
栄
」
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
在
満
朝
鮮
人
及
び
日
本

人
を
含
む
多
民
族
を
満
州
国
の
支
配
体
制
の
枠
に
取
り
込
む
た
め
に
実
行
さ
れ
た
施
策
の
一
つ
が
、
朝
鮮
人
民
会
、
連
合
会
の
解
散
で
あ

っ
た
。
連
合
会
、
朝
鮮
人
民
会
組
織
を
「
王
道
政
治
」
と
「
民
族
協
和
」
の
思
想
を
在
満
諸
民
族
に
浸
透
さ
せ
、
被
支
配
民
族
を
満
州
国

に
統
合
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
団
体
で
あ
る
協
和
会
に
統
合
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
満
朝
鮮
人
の
末
端
統
治
機

関
が
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
か
ら
満
州
国
協
和
会
に
変
更
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
も
そ
も
、
朝
鮮
人
民
会
は
満
州
国
側
の
統
制
が
及
ば
な
い
朝
鮮
総
督
府
の
末
端
行
政
機
関
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
し
か
も
、
治
安

こ
の
よ
う
に
、
治
外
法
権
撤
廃
に
取
り
組
ん
で
い
た
当
時
の
関
東
軍
の
在
満
朝
鮮
人
に
対
す
る
方
針
は
、
在
満
朝
鮮
人
に
対
し
て
真
に

満
州
国
民
と
な
る
意
識
を
徹
底
さ
せ
、
そ
の
政
策
に
服
属
し
て
満
州
国
の
発
展
に
貢
献
さ
せ
る
よ
う
に
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
在
満
朝
鮮
人
を
満
州
国
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
在
満
朝
鮮
人
を
満
州
国
の
国
民
と
見
な
し
、
そ
の

（
凪
）

構
成
員
と
し
て
満
州
国
へ
の
義
務
を
遂
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
戦
争
へ
動
員
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
在
満
朝

鮮
人
統
治
は
「
満
州
に
於
け
る
朝
鮮
人
指
導
方
策
」
に
基
づ
く
準
備
段
階
よ
り
「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
に
則
す
る
国
民
創
出
時
期
に

入
り
、
指
導
内
容
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

た
。 第
四
に
、
在
満
朝
鮮
人
を
満
州
国
国
内
の
治
安
維
持
に
任
じ
、
か
つ
「
潮
ヲ
遂
イ
テ
国
防
ノ
任
務
ヲ
負
担
」
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
し

朝
鮮
人
民
会
の
解
散

四
六
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の
不
安
定
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
、
満
州
国
地
方
行
政
当
局
に
よ
る
在
満
朝
鮮
人
に
対
す
る
支
配
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
た
め
、
満
州
国
の
朝

鮮
人
と
中
国
人
は
行
政
上
「
同
一
部
落
に
居
住
し
て
も
満
・
鮮
人
に
よ
っ
て
各
々
異
な
っ
た
行
政
区
域
に
属
さ
れ
、
満
人
は
満
人
、
鮮
人

は
鮮
人
で
各
々
村
長
を
擁
す
る
ど
こ
ろ
か
、
村
の
名
称
も
異
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
朝
鮮
総
督
府
と
満
州
国
側
の
行
政
上
の
不
和
が
現
れ

（
皿
）

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
領
事
館
、
朝
鮮
総
督
府
派
遣
室
な
ど
の
監
督
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
る
間
島
省
に
お
い
て
、
日

本
と
満
州
国
の
二
元
行
政
の
対
立
は
特
に
目
立
つ
も
の
と
し
て
現
れ
た
。
そ
し
て
、
「
朝
鮮
人
の
み
が
個
別
の
社
会
圏
に
閉
じ
こ
も
り
五

族
協
和
の
空
気
は
乏
し
く
」
、
「
民
族
協
和
」
に
よ
る
統
合
に
程
遠
い
在
満
朝
鮮
人
を
囲
む
政
治
状
況
は
関
東
軍
、
満
州
国
の
不
満
を
引
き

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
関
東
軍
と
満
州
国
は
治
外
法
権
撤
廃
を
き
っ
か
け
に
、
朝
鮮
人
民
会
を
解
散
し
て
在
満
朝
鮮
人

に
対
す
る
地
方
支
配
を
強
化
し
、
確
立
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
状
況
の
改
善
を
図
っ
た
。

結
果
的
に
、
満
州
国
の
統
制
を
受
け
ず
、
満
州
国
の
地
方
行
政
機
構
と
は
独
立
し
た
活
動
を
し
て
い
た
朝
鮮
人
民
会
は
満
州
国
行
政
機

関
に
吸
収
さ
れ
、
朝
鮮
人
民
会
の
職
員
は
満
州
国
地
方
行
政
機
構
に
引
き
継
が
れ
、
再
編
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
朝
鮮
人
民
会
の
解
散
に

伴
い
、
民
会
の
経
営
し
て
い
た
金
融
部
な
ど
は
満
州
国
の
金
融
合
作
社
法
の
適
用
を
受
け
る
な
ど
、
諸
団
体
の
中
心
人
物
が
満
州
国
の
行

政
機
構
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
や
朝
鮮
総
督
府
に
従
属
し
て
い
た
在
満
朝
鮮
人
有
力
者
が
満
州
国
の
行
政
機
構
に
従
属
す

（
旧
）

る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
人
社
会
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
朝
鮮
人
民
会
が
解
散
し
、
そ
の
機
能
及
び
一
部
の
組
織
が
満
州
国
の
行
政
機

構
に
吸
収
さ
れ
た
後
、
残
さ
れ
た
組
織
は
協
和
会
の
朝
鮮
人
分
会
と
し
て
再
編
さ
れ
る
。
朝
鮮
人
民
会
の
協
和
会
朝
鮮
人
分
会
へ
の
再
編

（
略
）

に
と
も
な
い
、
協
和
会
の
朝
鮮
人
会
員
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
間
島
地
方
の
よ
う
に
朝
鮮
人
の
人
口
が
多
い
地
域
を

除
け
ば
、
協
和
会
の
分
会
は
た
だ
の
中
国
人
（
漢
族
・
満
族
）
の
分
会
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
撫
順
に
お
い
て
は
、
各
農
村
に

散
在
し
て
い
る
朝
鮮
人
が
二
○
○
○
戸
に
達
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
和
会
の
工
作
が
中
国
人
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、
朝
鮮
人
は
協

四
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在
満
朝
鮮
人
を
「
満
州
国
国
民
」
と
す
る
指
導
方
針
を
決
め
て
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
に
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
。
戦
争
が
拡
大
す
る

に
つ
れ
、
「
満
州
国
」
は
日
本
の
総
力
戦
体
制
に
し
た
が
っ
て
、
戦
時
総
動
員
体
制
へ
の
移
行
を
急
速
に
推
進
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
「
満

州
国
」
の
各
民
族
は
「
平
等
・
共
栄
共
存
」
と
い
う
民
族
協
和
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
は
「
内
鮮
一
体
」
と

い
う
統
治
理
念
の
下
で
戦
争
動
員
が
行
わ
れ
、
戦
時
統
制
が
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
の
状
況
が
、
「
民
族
協
和
」
と
い
う
在
満
朝
鮮
人

指
導
方
針
の
中
身
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。
結
果
的
に
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
満
州
国
の
一
員
と
し
て
「
民
族
協
和
の
実

践
」
を
通
じ
て
皇
国
臣
民
に
組
み
込
む
と
い
う
方
針
は
、
皇
国
臣
民
と
し
て
「
内
鮮
一
体
」
の
具
現
、
つ
ま
り
、
皇
民
化
政
策
を
完
全
に

実
行
す
る
こ
と
が
「
善
良
な
る
満
州
国
人
民
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
に
変
更
さ
れ
、
在
満
朝
鮮
人
を
「
完
全
な
る
日
本
人
」
と
見
な
す
政

策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 （
吃
）

和
〈
云
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

治
外
法
権
の
撤
廃
に
と
も
な
っ
て
、
関
東
軍
は
在
満
朝
鮮
人
に
「
民
族
協
和
」
を
浸
透
さ
せ
、
満
州
国
へ
の
統
合
を
図
る
た
め
に
、

「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
を
頒
布
し
、
在
満
朝
鮮
人
を
協
和
会
に
再
編
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
在
満
朝
鮮
人
は
治
外
法
権
撤
廃
に
よ

っ
て
従
来
の
よ
う
な
総
督
府
、
外
務
省
の
保
護
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
不
安
か
ら
、
各
民
族
の
「
平
等
・
共
存
共
栄
」
を
趣
旨
と
す
る

「
民
族
協
和
」
の
実
現
を
目
的
と
し
て
協
和
会
に
参
加
し
た
。
在
満
朝
鮮
人
社
会
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
満
州
国
の
国
民
と
し
て
、
満

州
国
の
「
民
族
協
和
」
の
理
念
の
統
制
下
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
三
節
在
満
朝
鮮
人
統
治
方
針
の
変
容
と
「
内
鮮
一
体
」

四
八
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府
に
働
き
か
け
始
め
る
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
総
督
府
の
政
策
提
言
と
要
求
を
受
け
入
れ
、
’
九
三
八
年
一
○
月
一
二
日
、
近
衛
外
務
大
臣
は
各
大
使
館
、
領
事
館

に
対
し
て
、
満
州
、
支
那
、
蒙
古
は
勿
論
、
そ
の
他
諸
外
国
に
在
留
す
る
朝
鮮
人
に
対
し
て
も
内
鮮
一
体
の
方
針
を
適
用
す
る
「
在
満
朝

（
別
）

鮮
人
の
指
導
方
に
関
す
る
件
」
を
い
う
通
牒
を
発
す
る
一
」
と
に
な
る
。
そ
の
一
部
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
中
戦
争
の
拡
大
に
対
応
し
、
時
局
対
策
に
関
す
る
諸
事
項
の
調
査
審
議
を
目
的
と
し
て
創
立
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
の
時
局
対
策
調
査

会
は
、
一
九
三
八
年
八
月
に
「
内
鮮
一
体
ノ
強
化
二
関
ス
ル
件
」
は
「
朝
鮮
内
二
於
テ
之
（
筆
者
註
、
内
鮮
一
体
）
ヲ
実
現
ス
ベ
キ
無
論

ナ
ル
モ
、
内
地
、
満
州
、
支
那
其
ノ
他
朝
鮮
人
ノ
在
住
ス
ル
地
方
ニ
テ
ハ
何
レ
モ
本
趣
旨
二
基
キ
実
施
シ
、
以
テ
完
全
ナ
ル
効
果
ヲ
拳
ゲ

（
⑬
）
 

ル
様
、
適
当
措
置
ス
ル
ノ
要
ア
リ
認
ム
」
と
し
、
内
鮮
一
体
を
朝
鮮
以
外
に
も
拡
大
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
日
本
政

（
釦
）

げ
て
い
た
。

朝
鮮
総
督
府
が
在
満
朝
鮮
人
に
対
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
の
統
治
権
を
確
保
し
「
内
鮮
一
体
」
を
適
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
一
番
重
要

な
理
由
は
、
在
満
朝
鮮
人
も
戦
争
総
動
員
制
度
に
組
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
内
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
動
員
政
策
の
効
果
を
極
大
化
す

る
と
と
も
に
、
朝
鮮
内
に
お
い
て
戦
争
動
員
政
策
や
皇
民
化
政
策
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
朝
鮮
人
が
満
州
に
逃
げ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
挙

そ
れ
で
は
「
内
鮮
一
体
」
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
鮮
人
に
「
内
鮮
一
体
」
の
理
念
を
宣
伝
し
て
回
っ
た
朝
鮮
総
督

府
警
務
局
課
長
古
川
兼
秀
に
よ
る
と
「
内
鮮
一
体
の
本
義
は
朝
鮮
同
胞
を
し
て
名
実
と
も
に
完
全
に
忠
良
な
る
皇
国
臣
民
と
せ
し
む
る
と

〈
旧
）

い
う
こ
と
で
あ
り
、
朝
鮮
人
の
側
か
ら
一
一
一
戸
え
ば
真
の
日
本
人
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
内
鮮
一
体
」
は
朝
鮮
人
が
一
方
的
に

日
本
人
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
朝
鮮
民
族
が
こ
の
世
か
ら
無
く
な
る
皇
国
臣
民
化
、
民
族
同
化
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
。

四
九
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関
東
軍
及
び
満
州
国
は
困
惑
を
極
め
た
心
情
を
も
っ
て
近
衛
外
務
大
臣
の
通
牒
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ

れ
以
降
、
「
第
二
次
鮮
満
協
定
」
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
、
満
州
国
、
関
東
軍
の
在
満
朝
鮮
人
統
治
は
明
確
な
理
論
と
方
策
の
指
導
が
な
い

ま
ま
展
開
さ
れ
、
極
め
て
混
沌
な
状
況
が
続
い
た
。

一
九
四
二
年
八
月
、
朝
鮮
総
督
府
と
満
州
国
と
の
間
で
「
第
二
次
鮮
満
協
定
」
が
締
結
さ
れ
、
満
州
国
は
基
本
的
に
「
内
鮮
一
体
」
を

「
民
族
協
和
」
よ
り
優
先
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
方
針
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
權
、
朝
鮮
総
督
府
の
関
東
軍
に
対
す
る
積
極

的
な
工
作
と
交
渉
が
効
果
を
挙
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
朝
鮮
総
督
府
は
「
第
二
次
満
鮮
協
定
」
に
お
い
て
、
「
日
本

ノ
国
籍
ヲ
有
ス
ル
在
満
鮮
人
ハ
皇
国
臣
民
ダ
ル
本
質
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
善
良
ナ
ル
満
州
国
人
民
ダ
ル
」
、
ま
た
、
「
満
州
国
二
於
テ
ハ
内
朝
一

体
ノ
朝
鮮
統
治
ノ
根
本
方
針
ヲ
尊
重
シ
、
之
二
全
幅
ノ
協
カ
ヲ
ナ
ス
ト
同
時
一
一
、
朝
鮮
側
二
於
テ
ハ
満
州
国
ノ
ー
徳
一
心
ノ
建
国
精
神
、

民
族
協
和
ノ
指
導
セ
イ
シ
ン
ヲ
尊
重
シ
テ
、
之
二
全
幅
協
カ
ヲ
ナ
ス
ト
コ
ロ
、
日
本
ノ
国
籍
ヲ
有
ス
ル
在
満
朝
鮮
人
ハ
皇
国
臣
民
ダ
ル
本

（
幻
）

質
ヲ
基
礎
ヲ
シ
テ
善
良
ナ
ル
満
州
国
国
民
ダ
ル
教
養
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
ル
」
と
い
う
内
容
を
条
約
と
し
て
明
記
す
る
こ
と
で
、
在
満
朝
鮮

帝
国
朝
鮮
人
二
対
ス
ル
根
本
方
針
ハ
、
明
治
四
十
三
年
韓
国
併
合
ノ
皇
謨
、
並
二
大
正
八
年
煥
発
セ
ラ
レ
タ
ル
詔
書
二
顕
示
セ
ラ

レ
タ
ル
一
視
同
仁
ノ
聖
旨
ヲ
奉
体
シ
、
新
附
ノ
同
胞
ヲ
シ
テ
普
ク
昭
々
ダ
ル
皇
化
二
浴
セ
シ
メ
、
真
二
皇
国
臣
民
ト
シ
テ
陛
下
ノ
赤

子
タ
ル
ノ
本
領
ヲ
錫
サ
シ
メ
、
内
鮮
一
体
同
心
一
家
ノ
境
地
ヲ
具
現
セ
シ
ム
ル
ニ
在
ル
コ
ト
ハ
、
既
二
御
承
知
ノ
通
ナ
ル
処
、
海
外

在
留
朝
鮮
人
中
ニ
ハ
、
動
モ
ス
レ
バ
昔
日
ノ
朝
鮮
ヲ
以
テ
現
在
ヲ
律
シ
、
今
尚
朝
鮮
統
治
ノ
実
相
ヲ
悉
知
セ
ズ
、
皇
国
臣
民
ト
シ
テ

自
覚
乏
シ
キ
モ
ノ
少
ナ
ヵ
ラ
ズ
。
．
：
如
斯
我
方
ノ
満
州
国
育
成
二
関
連
シ
、
或
ハ
日
支
時
局
ノ
進
展
二
伴
上
、
今
後
二
於
ケ
ル

帝
国
ノ
大
陸
政
策
遂
行
上
、
其
ノ
影
響
ス
ル
処
、
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
次
第
ナ
リ
。

五
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満
州
国
の
在
満
朝
鮮
人
政
策
の
変
更
を
背
景
に
、
「
民
族
協
和
」
と
戦
争
動
員
の
実
践
機
関
で
あ
り
、
在
満
朝
鮮
人
の
統
制
機
関
で
も

あ
る
協
和
会
も
、
在
満
朝
鮮
人
「
皇
国
臣
民
の
意
識
を
高
揚
」
し
、
「
忠
良
な
日
本
人
と
し
て
の
練
成
」
を
強
化
す
る
方
針
へ
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
四
二
年
六
月
、
三
宅
協
和
会
本
部
長
ら
は
国
民
総
力
朝
鮮
連
盟
と
「
鮮
系
指
導
方
針
」
を
協
議
、
ま
た
提

（
刎
）

携
を
強
化
す
る
た
め
に
朝
鮮
を
訪
問
し
、
一
定
の
〈
ロ
意
に
達
す
る
。
そ
の
後
、
協
和
会
中
央
本
部
は
一
九
四
三
年
度
の
在
満
朝
鮮
人
指
導

方
針
と
し
て
、
「
日
満
不
可
分
関
係
に
お
け
る
一
徳
一
心
、
内
鮮
一
体
の
指
導
精
神
を
基
調
と
し
皇
国
臣
民
た
る
本
質
の
下
に
忠
良
な
る

満
州
国
人
民
と
し
て
進
ん
で
他
の
民
族
と
協
和
し
つ
つ
其
の
負
荷
さ
れ
る
責
務
の
遂
行
に
遺
憾
な
か
ら
し
む
る
如
く
指
導
す
る
」
と
発
表

（
錫
）

す
る
に
い
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
協
和
〈
君
の
在
満
朝
鮮
人
指
導
方
針
で
あ
る
「
民
族
協
和
」
が
、
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
、
「
在
満
朝

鮮
人
皇
民
化
」
政
策
の
遂
行
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
協
和
会
の
在
満
朝
鮮
人
指
導
の
実
施
経
過
と
方
式
で
あ
る
。

「
民
族
協
和
」
と
の
矛
盾
を
隠
す
た
め
に
、
協
和
会
は
在
満
朝
鮮
人
の
皇
民
化
指
導
を
目
標
と
す
る
特
別
指
導
機
関
を
設
置
せ
ず
、
協
和

会
会
務
機
構
中
に
吸
収
し
、
「
在
満
朝
鮮
人
」
に
対
す
る
「
内
鮮
一
体
」
を
協
和
運
動
の
枠
に
組
入
れ
て
、
展
開
し
た
。
協
和
会
が
「
皇

民
化
」
と
い
う
名
称
は
使
用
せ
ず
、
「
協
和
会
運
動
の
一
内
容
」
と
し
て
展
開
し
、
日
本
語
の
常
用
普
及
、
神
社
参
拝
、
徴
兵
制
度
の
趣

（
郡
〉

］
曰
徹
底
な
ど
の
具
体
的
実
践
事
項
を
協
和
運
動
と
し
て
行
な
う
こ
と
を
図
っ
た
。
「
在
満
朝
鮮
人
指
導
要
綱
」
の
効
力
が
な
く
な
り
、
在

満
朝
鮮
人
統
治
方
針
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
在
満
朝
鮮
人
統
治
は
依
然
と
し
て
関
東
軍
の
統
括
下
、
満
州
国
協
和
会

が
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
在
満
朝
鮮
人
の
末
端
統
治
機
構
で
あ
る
協
和
会
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
内
鮮
一
体
」
は

人
に
対
し
、
「
内
鮮
一
体
」
を

受
け
入
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
民
族
協
和
」
よ
り
優
先
す
る
政
策
を
確
認
さ
せ
、
満
州
国
、
関
東
軍
側
に
自
ら
の
政
策
提
言
、
要
求
を

五
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朝
鮮
半
島
で
展
開
さ
れ
る
「
内
鮮
一
体
」
と
は
か
な
り
違
う
「
民
族
協
和
」
に
含
ま
れ
た
異
質
な
も
の
、
つ
ま
り
、
「
民
族
協
和
」
の
一

部
と
し
て
の
「
内
鮮
一
体
」
と
し
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

互
い
に
異
な
る
理
念
で
あ
る
「
内
鮮
一
体
」
を
「
民
族
協
和
」
に
包
括
し
た
ま
ま
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
、
方
針
の
混
沌
を
招
来
す
る
恐
れ
を
大
い
に
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
石
田
首
都
協
議
委
員
ら
は
「
内
鮮
一
体
」
と
「
民
族
協

和
」
は
「
八
絃
一
宇
」
の
理
論
に
「
淵
源
」
し
、
「
つ
き
つ
め
て
言
え
ば
同
じ
所
に
帰
着
」
す
る
が
、
「
現
在
の
時
局
下
に
於
て
国
民
精
神

の
統
一
を
は
か
る
べ
き
時
に
根
本
趣
旨
は
同
じ
で
も
、
其
の
現
は
れ
る
所
が
異
な
る
に
は
大
い
に
支
障
が
あ
り
」
、
「
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

鮮
系
は
大
い
に
迷
う
」
の
で
、
協
和
会
中
央
本
部
も
そ
の
指
導
方
針
を
統
一
す
る
よ
う
に
要
請
し
、
「
内
鮮
一
体
」
を
内
包
す
る
「
民
族

（
野
）

協
和
」
政
策
に
憂
慮
を
表
し
て
い
た
。

理
論
的
に
は
、
在
満
朝
鮮
人
に
対
す
る
「
内
鮮
一
体
」
の
適
用
は
明
ら
か
に
、
治
外
法
権
撤
廃
以
後
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
き
た
「
民

族
協
和
」
と
の
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
満
州
国
の
五
族
協
和
の
一
民
族
と
し
て
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
皇
民
化
と
、
「
日
・

朝
・
満
・
蕊
」
各
民
族
の
「
平
等
・
共
存
共
栄
」
は
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
民
族
協
和
」
と
「
内
鮮
一
体
」
が
ど
れ
ほ
ど
葛
藤
を
生
じ
て
い
て
も
、
日
中
戦
争
と
い
う
時
局
の
下
で
は
、
満
州

国
と
関
東
軍
に
と
っ
て
、
朝
鮮
人
に
「
満
鮮
一
体
」
を
適
用
す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
た
ま
ま
、
大
東
亜
戦
争
の
開
始
を
迎
え
た
「
民
族
協
和
」
は
建
国
当
初
と
か
な
り
違
う
概
念
で
解
釈
さ
れ
、

（
蝿
）

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
四
二
年
九
月
一
二
○
日
か
ら
開
か
れ
た
連
合
協
議
会
に
お
い
て
、
議
案
「
鮮
系
皇
民
化
運
動
に
就
て
」
が

提
出
さ
れ
、
協
議
が
行
な
わ
れ
た
が
、
会
議
は
協
和
会
内
部
に
お
い
て
「
朝
鮮
の
内
鮮
真
一
体
と
我
々
の
協
和
運
動
と
の
指
導
精
神
は
必

ず
し
も
合
致
し
え
な
い
と
考
え
る
向
き
も
無
く
は
な
い
」
と
内
部
思
想
の
混
沌
を
承
認
し
た
上
、
「
真
の
皇
国
臣
民
」
で
あ
る
こ
と
は

五
一
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「
満
州
国
の
真
の
臣
民
」
で
あ
る
こ
と
に
帰
す
る
の
で
「
内
鮮
一
体
」
と
「
民
族
協
和
」
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
指
導
理
念
に
っ

（
”
）
 

い
て
は
何
ら
の
疑
い
も
な
い
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
が
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
、
結
果
達
成
の
た
め
に
用
い
る
異
な
る
方
法
と
手

段
の
間
に
矛
盾
が
存
在
し
な
い
と
い
う
解
釈
は
あ
ま
り
に
も
理
屈
が
通
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
’
九
四
三
年
九
月
二
九
日
に
新
京
で
開
か
れ
た
「
内
鮮
満
華
連
絡
強
化
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
協
和
会
の
代
表
と
し
て
出
席

し
た
高
橋
勝
治
は
「
満
州
国
は
、
日
本
国
体
の
大
陸
顕
現
の
第
一
歩
で
あ
る
。
其
の
国
民
構
成
の
問
題
は
実
質
的
に
は
皇
民
化
問
題
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
鮮
系
に
止
ま
ら
ず
、
国
民
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
満
州
国
に
於
て
は
、
鮮
系
の
み
の
皇
民
化
運
動
は
あ
り
得
な

い
。
国
民
全
部
を
対
象
と
す
る
協
和
運
動
あ
る
の
み
で
あ
る
。
．
：
忠
誠
な
る
満
州
国
国
民
た
る
事
と
、
忠
良
な
る
日
本
臣
民
た
る
こ

と
は
、
二
に
し
て
一
、
｜
に
し
て
二
、
実
質
的
に
は
一
元
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
満
州
国
国
民
は
即
皇
国
臣
民
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ど
と
述
べ
、
皇
国
臣
民
化
を
、
在
満
朝
鮮
人
に
対
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
満
州
国
の
他
の
民
族
へ
も
拡
大
す
る
意
図
を
表
し
た
。
こ

（
釦
）

れ
は
、
「
内
鮮
一
体
」
の
よ
う
な
皇
民
化
、
同
化
政
策
が
満
州
で
も
行
わ
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
発
一
一
一
百
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
関
東
軍
は
治
安
の
不
安
定
な
ど
の
原
因
に
よ
り
一
時
期
は
在
満
朝
鮮
人
を
「
日
本
の
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
」
と
見
な
す

政
策
を
、
日
中
戦
争
の
拡
大
に
つ
れ
て
在
満
朝
鮮
人
を
「
完
全
な
る
日
本
人
」
と
見
な
す
「
内
鮮
一
体
」
の
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
在
満
朝
鮮
人
を
「
満
州
国
国
民
」
と
見
な
し
、
「
民
族
協
和
」
の
統
制
下
に
置
こ
う
す
る
関
東
軍
の
意
志
は
一
貫
し
た
も
の
で

あ
り
、
変
更
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
時
局
の
流
れ
は
関
東
軍
の
思
い
ど
お
り
行
か
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
、
満
州
国

の
「
民
族
協
和
」
理
念
に
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。
満
州
国
の
「
民
族
協
和
」
は
現
実
か
ら
離
れ
て
、
無
実
な
内
容
を
も
っ
て
混

沌
を
極
め
た
暴
走
を
し
、
皇
民
化
は
日
本
の
支
配
下
に
い
る
す
べ
て
の
民
族
、
人
々
に
ま
で
無
限
に
拡
大
し
て
い
く
。

五
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満
州
国
が
成
立
し
た
後
、
関
東
軍
と
満
州
国
側
は
、
一
等
に
は
日
本
人
、
二
等
に
は
朝
鮮
人
、
三
等
に
は
満
・
漢
族
と
区
別
し
、
配
給

の
食
糧
も
日
本
人
に
は
白
米
、
朝
鮮
人
に
は
白
米
と
高
梁
半
分
ず
つ
、
中
国
人
に
は
高
梁
と
分
け
、
給
料
に
も
差
を
つ
け
る
政
策
を
展
開

（
翠
）

し
て
い
た
。
同
じ
宴
会
に
参
加
し
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
食
事
を
す
る
時
、
日
本
人
に
は
白
い
》
」
飯
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
（
満
・
漢

族
）
に
は
高
梁
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
町

を
見
て
み
よ
う
。

我
々
は
在
満
朝
鮮
人
の
統
治
方
針
と
統
治
機
構
の
変
遷
に
注
目
し
な
が
ら
、
日
本
の
在
満
朝
鮮
人
統
治
に
つ
い
て
、
政
策
面
か
ら
考
察

を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
現
実
（
生
活
面
）
に
お
い
て
在
満
朝
鮮
人
統
治
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
在
満
朝
鮮
人
に
と
っ
て

「
民
族
協
和
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
満
州
国
の
「
民
族
協
和
」
の
一
面
、
そ
し
て
、
民

族
統
治
の
実
態
に
つ
い
て
い
く
ら
か
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

事
実
上
、
日
本
人
が
唱
え
る
民
族
協
和
と
は
「
協
と
は
協
助
、
和
と
は
大
和
」
の
こ
と
、
即
ち
、
民
族
協
和
と
は
「
大
和
民
族
の
中
国

（
訓
）

侵
略
を
協
助
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
在
満
朝
鮮
人
を
含
む
満
州
在
住
の
人
々
は
椰
楡
ざ
れ
言
わ
れ
て
い
た
。
理
論
上
優
れ
た
内
容
を
有
し
、

一
時
軍
閥
の
圧
迫
を
受
け
て
き
た
在
満
の
各
民
族
の
人
々
に
希
望
と
幻
想
ま
で
与
え
た
「
民
族
協
和
」
が
、
ど
う
し
て
「
大
和
民
族
の
中

国
侵
略
を
協
助
す
る
こ
と
」
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
人
々
の
生
活
の
質
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
状
況
ま
で
よ
く
表
す
こ
と
が
で
き
る
「
食
（
ご
飯
）
」
に
関
す
る
満
州
国
の
政
策

第
四
節
在
満
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
「
民
族
協
和
」

五
四
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「
食
（
ご
飯
）
」
に
お
け
る
民
族
差
別
は
学
生
を
例
外
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
満
州
国
陸
軍
軍
官
学
校
は
建
国
大
学
と
並
ん
で
満

州
国
の
武
・
文
の
最
高
学
府
で
あ
り
、
民
族
協
和
の
国
家
を
担
う
エ
リ
ー
ト
養
成
所
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
学
校
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
教
材
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
生
活
の
待
遇
に
お
い
て
日
本
人
と
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
間
に
は
「
雲
泥
の
差
」
と
も
い
え
る
も
の
が
あ

っ
た
。
日
本
人
生
徒
は
主
食
と
し
て
米
飯
、
お
か
ず
は
栄
養
豊
富
な
も
の
を
食
べ
て
い
た
が
、
中
国
人
生
徒
は
高
梁
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と

は
無
論
、
日
本
人
生
徒
は
制
服
、
寝
具
そ
の
他
の
生
活
用
品
も
新
品
を
使
っ
て
い
た
が
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
は
全
部
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
満
州
国
の
最
高
学
府
で
あ
る
建
国
大
学
で
は
、
日
系
学
生
の
主
唱
で
初
め
か
ら
全
学
生
平
等
の
米
・
高
梁
の
混
食
で
あ
つ

（
鋼
）

た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
措
置
を
取
っ
た
学
校
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
新
聞
記
事
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
食
事
の
差
別
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
逆
に
証
拠
立
て
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
在
満
朝
鮮
人
に
「
内
鮮
一
体
」
が
実

施
さ
れ
、
「
創
氏
改
名
」
が
行
な
わ
れ
た
後
に
も
、
満
州
国
は
戦
時
物
資
の
不
足
の
た
め
、
鮮
系
を
依
然
と
し
て
朝
鮮
人
と
扱
い
、
物
質

配
給
記
入
カ
ー
ド
に
は
旧
朝
鮮
名
を
記
入
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
物
資
の
配
給
量
は
日
本
人
に
比
べ
、
少
な
い
も
の
に
し
て

「
食
」
に
関
す
る
民
族
格
差
が
大
き
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
給
料
の
格
差
も
大
き
か
っ
た
。
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
表
１
の
よ
う

に
、
朝
鮮
人
は
日
本
人
の
約
半
分
、
中
国
人
は
日
本
人
の
三
分
の
一
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
在
満
朝
鮮
人
に
「
内
鮮
一
体
」
が
実
施
さ

れ
た
後
に
も
、
「
完
全
な
る
日
本
人
」
に
な
っ
た
は
ず
の
在
満
朝
鮮
人
の
給
料
に
は
変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
別
）

い
た
。

て
い
た
の
で
あ
る
。

日
常
茶
飯
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
「
食
（
ご
飯
）
」
は
人
々
の
生
活
に
も
っ
と
も
近
い
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
と
い
っ
て
目
立
つ
も

の
が
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
民
族
協
和
」
の
満
州
国
に
お
い
て
飯
に
よ
っ
て
日
常
的
に
目
に
見
え
る
民
族
差
別
が
行
な
わ
れ

五
五
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表１ 満州における民族別賃金格差-1937年４月の工場労働者賃金／日

（単位：円）

中国女子

各産業総平均 0.40 

出典：満鉄調査部「満州経済提要」1938年４月

係」（アジア政経学会、1998年）100頁。

鄭雅英「中国朝鮮族の民族関

こ
こ
に
お
い
て
、
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ま
さ
に
満
州
国
に
お
け
る
在
満
朝
鮮
人
の
被
圧
迫

の
窮
境
で
あ
る
。
国
家
側
の
統
制
政
策
が
日
韓
合
併
後
の
従
来
の
も
の
に
し
ろ
、
「
民
族
協
和
」
に
し
ろ
、

「
内
鮮
一
体
」
に
し
ろ
、
貧
困
で
あ
り
、
抑
圧
を
受
け
る
在
満
朝
鮮
人
の
地
位
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

確
か
に
、
在
満
朝
鮮
人
は
漢
・
満
民
族
よ
り
は
上
の
二
等
民
族
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
族
等
級
制
度
は

日
本
側
の
民
族
離
間
政
策
と
密
接
的
な
関
連
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
在
満
朝
鮮
人
に
と
っ
て
は
満
州
国
人
口

の
多
数
を
占
め
る
漢
・
満
民
族
を
敵
に
回
す
危
機
を
内
包
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
務
総
理
大
臣
秘
書
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
王
子
衛
が
、
同
室
の
松
本
益
雄
（
国
務
総
理
の
日
本
人

秘
書
）
の
「
服
務
須
知
」
を
み
て
書
き
留
め
た
と
い
う
メ
モ
に
は
「
朝
鮮
民
族
と
漢
民
族
の
間
は
疎
遠
に
さ

せ
る
べ
き
で
、
親
密
に
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
関
東
軍
憲
兵
隊
の
定
め
た
「
対
満
戦

時
特
別
対
策
」
Ｓ
日
本
憲
兵
外
史
」
一
九
八
三
年
）
に
は
「
複
合
民
族
相
互
間
の
反
目
、
離
間
政
策
と
相
互

（
弱
）

利
用
」
が
任
務
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
「
民
族
協
和
」
ど
こ
ろ
か
民
族
間
の
反
目
、
離
間
を

は
か
る
こ
と
を
統
治
手
段
と
み
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

塚
瀬
進
は
「
日
本
は
五
族
協
和
を
満
州
国
の
建
国
精
神
と
し
て
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
対
漢
人
、
蒙
古
人
と

い
っ
た
方
向
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
漢
人
と
朝
鮮
人
の
協
和
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
と
い
う
方
向
性
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
人
を
中
核
と
す
る
民
族
協
和
を
試
み
た
に
過
ぎ
ず
、
よ
り
広
範
な
民
族

協
和
の
推
進
は
政
策
的
に
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
な
が
ら
、
「
当
時
、
日
本
側
は
他
の
民
族

五
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複
合
民
族
国
家
満
州
国
で
の
歴
史
的
体
験
は
、
日
本
人
が
初
め
て
大
規
模
に
関
わ
っ
た
人
種
、
言
語
、
習
俗
、
価
値
観
の
異
な
る
人
々

と
多
民
族
社
会
の
形
成
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
在
満
朝
鮮
人
も
複
合
民
族
国
家
の
一
構
成
民
族
と
し
て
見
な
さ
れ
、
「
民
族
協
和
」
と
い

う
統
治
理
念
の
指
導
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
現
実
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
異
質
な
も
の
同
士
の
共
存
で

要
す
る
に
、
「
民
族
協
和
」
は
従
来
の
日
本
国
及
び
日
本
国
臣
民
の
権
益
、
利
益
を
保
全
し
、
日
本
人
を
指
導
民
族
と
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
に
お
い
て
、
日
本
人
が
絶
対
的
な
優
位
に
立
つ
と
い
う
意
図
で
展
開
さ
れ
、
「
民
族
協
和
」
は
た

だ
の
植
民
地
統
治
を
美
化
す
る
口
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
在
満
朝
鮮
人
を
含
む
在
満
の
各
民
族
の
人
々
は
、
民
族

協
和
と
は
民
族
差
別
を
伴
う
「
大
和
民
族
の
中
国
侵
略
を
協
助
す
る
」
理
念
で
あ
る
と
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
在
満
朝
鮮
人
に
と

っ
て
、
満
州
国
が
「
民
族
協
和
」
を
も
っ
て
在
満
朝
鮮
人
指
導
に
臨
ん
で
も
、
「
内
鮮
一
体
」
を
も
っ
て
統
制
を
行
な
っ
て
も
、
貧
困
で

あ
り
、
抑
圧
を
受
け
る
在
満
朝
鮮
人
の
地
位
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
弼
）

間
の
協
和
を
ｐ
Ｈ
本
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
」
と
指
摘
し
た
。

民
族
等
級
制
度
と
民
族
離
間
政
策
が
実
行
さ
れ
た
結
果
、
朝
中
両
民
族
の
関
係
は
最
悪
の
事
態
に
至
る
。
一
九
三
四
年
一
月
か
ら
六
月

ま
で
の
半
年
だ
け
で
、
中
国
人
対
朝
鮮
人
の
紛
争
は
五
五
一
件
も
発
生
し
、
日
本
の
敗
戦
直
後
、
満
州
で
は
中
国
人
に
よ
る
朝
鮮
人
虐
殺

（
諏
）

事
件
士
《
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
主
要
民
族
を
敵
に
回
し
た
在
満
朝
鮮
人
は
安
定
し
た
生
活
を
送
る
は
ず
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
｡ 

終
わ
り
に

五
七
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確
か
に
、
満
州
国
統
治
を
支
え
る
棟
梁
の
村
を
造
成
す
る
満
州
国
最
高
学
府
で
あ
っ
た
建
国
大
学
が
、
そ
の
内
部
で
満
州
国
の
崩
壊
と

日
本
の
敗
退
を
望
む
反
日
的
な
学
生
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
、
建
国
大
学
の
教
育
の
失
敗
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

朝
鮮
人
学
生
の
言
葉
こ
そ
真
に
民
族
協
和
と
い
う
建
国
精
神
の
真
髄
を
体
得
し
、
身
を
も
っ
て
実
践
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な

総
じ
て
言
え
ば
、
一
三
年
五
ヵ
月
の
満
州
国
時
代
に
行
な
わ
れ
た
「
民
族
協
和
」
は
失
敗
に
終
っ
た
。
そ
し
て
、
「
民
族
協
和
」
理
念

下
で
行
な
わ
れ
た
朝
鮮
人
の
指
導
も
失
敗
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
満
州
国
と
関
東
軍
は
在
満
朝
鮮
人
を
「
日
本
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
」

か
ら
「
満
州
国
国
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
」
、
そ
し
て
、
「
日
本
人
」
と
見
な
し
、
「
民
族
協
和
」
と
い
う
理
念
の
下
で
政
策
を
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
人
に
対
す
る
指
導
方
針
は
絶
え
ず
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
敗
戦
に
い
た
る
ま
で
混
沌
を
極
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

は
な
く
抑
圧
で
あ
り
、
同
質
性
へ
の
服
従
を
も
っ
て
「
民
族
協
和
」
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
り
、
日
本
人
が
政
治
・
経
済
領

域
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
面
に
お
い
て
絶
対
的
優
位
に
立
つ
政
策
で
あ
っ
た
。

日
本
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
、
満
州
国
建
国
大
学
助
教
授
西
元
宗
助
の
も
と
に
朝
鮮
人
の
学
生
が
別
れ
の
挨
拶
の
た
め

（
型
）

に
訪
ね
て
き
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

先
生
は
ご
存
知
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
済
州
島
出
身
の
一
、
こ
の
者
を
除
い
て
、
わ
れ
わ
れ
建
大
（
建
国
大
学
）
の
朝
鮮

系
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
民
族
独
立
運
動
の
結
社
に
は
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
・
・
・
し
か
し
、
先
生
、
朝
鮮
が
日
本
の
隷
属
か

ら
開
放
さ
れ
、
独
立
し
て
は
じ
め
て
、
韓
日
は
は
じ
め
て
眞
に
提
携
が
で
き
る
の
で
す
。
私
は
祖
国
の
独
立
と
再
建
の
た
め
に
朝
鮮

い
だ
ろ
う
か
。

に
帰
り
ま
す
。

五
八
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ＩＩＩｍｉ､万７５百万可百丁註
田一〆、－ヶ昌一、-－、-＝、‐〆、_〆￣〆、-〆、－戸、－〆

（
６
）
全
満
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
「
全
満
朝
鮮
人
民
会
連
合
会
会
報
」
（
以
下
「
会
報
」
と
略
称
す
る
）
第
九
号
、
’
九
三
三
年
一
一
一
月
、
二
二
頁
。

（
７
）
「
会
報
」
第
一
六
号
、
一
九
三
四
年
六
月
、
五
三
’
八
九
頁
。

（
８
）
「
会
報
」
第
七
号
、
一
九
三
三
年
九
月
、
九
五
頁
。

（
９
）
野
口
多
内
「
開
会
ノ
辞
」
「
会
報
」
第
四
号
、
一
九
三
三
年
六
月
、
二
頁
。

⑱
）
満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査
部
、
前
掲
醤
、
’
○
一
頁
。

五
）
満
州
国
史
編
纂
刊
行
会
「
満
州
国
史
総
論
」
（
第
一
法
規
、
一
九
七
○
年
六
月
）
四
九
八
頁
。
第
一
次
治
外
法
権
撤
廃
は
主
に
在
満
州
朝
鮮
人
を
含

む
日
本
人
の
満
州
国
に
お
け
る
経
済
的
地
位
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
た
。

（
⑫
）
同
上
、
一
○
○
’
一
○
一
頁
。
呂
秀
一
『
在
満
朝
鮮
人
の
国
籍
問
題
を
め
ぐ
る
日
中
外
交
政
策
の
研
究
」
（
広
島
大
学
、
二
○
○
七
年
）
一
二
五
頁
。

（
⑬
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
国
肖
頤
ｇ
』
Ｃ
ｓ
屋
『
『
９
昭
和
一
一
年
八
月
一
日
付
関
東
軍
参
謀
長
板
垣
征
四
郎
よ
り
陸
軍
次
官
梅
津
美
治
郎
宛
電

報
「
朝
鮮
人
の
指
導
取
締
に
関
す
る
件
」
。

（
ｕ
）
臨
時
産
業
調
姦
局
『
康
徳
三
年
度
杏
林
省
延
吉
県
農
村
実
態
調
査
一
般
調
査
報
告
轡
・
’
、
一
九
三
六
年
、
四
頁
。

（
巧
）
満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
『
協
和
運
動
」
第
三
巻
、
第
一
二
号
、
一
九
四
一
年
、
一
二
三
頁
。

（
岻
）
満
州
帝
国
協
和
会
編
「
満
州
定
刻
今
日
若
い
組
織
絵
沿
革
史
」
’
九
四
○
年
一
○
月
、
一
三
○
頁
。
一
九
三
九
年
の
間
島
の
協
和
会
の
朝
鮮
人
会
員
は

一
九
、
三
四
八
人
で
同
年
の
朝
鮮
人
会
員
数
の
四
○
％
を
占
め
て
い
た
が
、
’
九
四
○
年
に
は
四
六
、
二
六
四
人
で
五
三
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
朝
鮮

人
全
会
員
が
一
九
一
一
一
九
年
三
月
か
ら
一
九
四
○
年
一
○
月
ま
で
三
八
、
五
七
五
人
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
間
島
省
だ
け
で
二
六
、
九
一
六
人
が
増
加
し
、

増
加
分
の
七
○
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
間
島
省
の
朝
鮮
人
人
口
が
全
満
朝
鮮
人
人
口
の
多
く
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
会
員
の
増
加
数
は
目
立
つ

も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
間
島
省
に
お
い
て
朝
鮮
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と
と
、
間
島
省
協
和
会
で
は
朝
鮮
人
会
員
が
そ
の
主
導

権
を
握
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

同
上
、
九
九
頁
。

満
州
国
、
満
州
な
ど
に
は
カ
ッ
コ
を
す
べ
き
が
、
便
宜
上
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

小
林
龍
夫
他
編
「
現
代
史
資
料
（
ｕ
）
続
・
満
州
事
変
」
（
み
す
ず
書
房
、
’
九
六
五
年
）
五
二
五
頁
。

山
室
信
一
『
キ
メ
ラ
ー
満
洲
国
の
肖
像
」
（
中
公
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
一
三
一
頁
。

満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査
部
編
「
国
内
に
お
け
る
鮮
系
国
民
実
態
」
（
満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査
部
、
一
九
四
三
年
）
九
九
頁
。

五
九
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（
Ⅳ
）
「
満
鮮
日
報
」
一
九

Ｅ
）
国
民
総
力
朝
鮮
聯
雨

⑮
）
田
中
隆
一
「
対
立
皿

会
）
一
九
九
六
年
、
一

ｍ
）
同
上
、
一
二
七
頁
。

五
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
」

壷
）
「
満
鮮
日
報
」
一
九

兎
）
満
州
帝
国
協
和
会
｛

函
）
「
満
鮮
日
報
」
’
九

命
）
満
州
帝
国
協
和
会
｛

妬
）
「
満
鮮
日
報
」
一
九

命
）
満
州
帝
国
協
和
会

兎
）
一
．
満
鮮
日
報
」
一
九

函
）
「
満
鮮
日
報
」
一
九

宛
）
高
橋
勝
治
「
内
鮮
》

訂
）
山
室
信
一
、
前
掲
鞭

亜
）
崔
範
洙
他
一
国
龍
汗

盈
）
山
室
信
一
、
前
掲
癖

剪
）
塚
漸
進
『
満
州
国

弼
）
山
室
信
一
、
前
掲
辨

詑
）
塚
瀬
進
、
前
掲
書
、

命
）
延
辺
朝
鮮
族
自
治
幽

魂
）
山
室
信
一
、
前
掲
懇

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
閂
闘
甸
出
冨
巨
巴
⑨
患
ｇ
、
「
在
外
朝
鮮
人
ノ
指
導
方
二
関
ス
ル
件
」
「
参
考
資
料
関
係
雑
件
第
六
巻
」
。

「
満
鮮
日
報
」
一
九
四
二
年
六
月
三
日
・
一
八
日
付
。

満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査
部
、
前
掲
書
、
二
四
頁
。

「
満
鮮
日
報
」
’
九
四
二
年
六
月
三
日
付
。

満
州
帝
国
協
和
会
中
央
本
部
調
査
部
、
前
掲
轡
、
五
九
頁
。

「
満
鮮
日
報
」
一
九
四
二
年
一
○
月
三
日
付
。
巾
奎
聾
「
帝
国
日
本
の
民
族
政
策
と
在
満
朝
鮮
」
（
東
京
都
立
大
学
、
二
○
○
二
年
）
一
七
二
頁
。

満
州
帝
国
協
和
会
「
康
徳
九
年
度
教
育
連
動
協
議
会
記
録
別
冊
附
録
懇
談
会
記
録
（
日
文
迄
、
一
九
四
二
年
、
六
’
八
頁
。

一
．
満
鮮
日
報
」
一
九
四
二
年
一
○
月
三
日
付
。

「
満
鮮
日
報
」
一
九
四
二
年
一
○
月
四
日
付
。

高
橋
勝
治
「
内
鮮
満
蕪
連
絡
強
化
懇
談
会
各
響
」
「
協
和
運
動
」
第
五
巻
、
第
一
二
号
、
一
九
四
三
年
二
一
月
、
一
一
六
－
一
一
二
頁
。

山
室
信
一
、
前
掲
響
、
二
八
四
頁

崔
範
洙
他
一
国
龍
江
朝
鮮
族
教
育
史
一
東
北
朝
鮮
民
族
教
育
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
五
○
頁
。

山
室
信
一
、
前
掲
響
、
二
八
○
頁
。

塚
漸
進
『
満
州
国
「
民
族
協
和
」
の
実
像
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
一
○
三
－
一
○
五
頁
。

山
室
信
一
、
前
掲
響
、
二
八
二
頁

塚
瀬
進
、
前
掲
書
、
二
六
頁

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
概
況
編
写
組
「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
概
況
」
（
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
）
九
○
頁

山
室
信
一
、
前
掲
書
、
三
○
三
頁
。

「
満
鮮
日
報
」
一
九
四
○
年
四
月
一
二
日
付
。

国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
防
衛
指
揮
部
「
内
鮮
一
体
の
理
念
其
の
具
現
方
策
要
綱
」
（
国
民
総
力
朝
鮮
聯
盟
防
衛
指
揮
部
、
’
九
四
一
年
六
月
）
一
－
八
頁
。

田
中
隆
一
「
対
立
と
統
合
の
「
満
鮮
」
関
係
Ｉ
『
内
鮮
一
体
」
・
一
五
族
協
和
」
・
『
鮮
満
一
如
」
の
諸
相
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ァ
」
一
五
三
号
、
大
阪
腱
史
学

一
九
九
六
年
、
二
○
頁
。

六
○ 

Hosei University Repository



｢満州国」における在満朝鮮人指導方針と「民族協和」

TheguidancetoKOreanpeopleand"RacialHarmony,，ｉｎ``Manchukuo'， 

ⅥＮＨｕ 

AbshTUct 

nlisthesisenactedresearchrangehFomtheestablishmentof"Manchukuo，， 

toitsextinction（19321945).Wemainlytriedtoclmiytherealitiesofthe 

guidancestrategyfOrKoreanpeoplein“Manchukuo”period,tllroughthe 

considerationofthemaceruleidea,therulestrategytoKoreanpeople,andthe 

ruleorganization,etc.ｍ"Manchukuo'，whiChisakindofmultiracia1nation． 

“Manchukuo,'wasapuppetstatewhichcontro1ledbyJapanesemilitaly 

(Kantoarmy)andinthiscountry,theKantoarmyhaveprogressedthe 

controUingpoucyundertheidea"RacialHarmony',toestabliShtheruleof 

"Manchukuo，'andtofUllycontrolit 

OntheKoreanpeopleguidancestrategy，theKantoarmyusedthe 

conceptof"RacialHarmony'，,butchangedtheirviewtowardKOreanpeople 

asfrom``KOreanpeoplebelongstoJapan'，to"thepeopleofManchukuo',and 

"ComPleteJapaneseafterAssimilati０，，，． 

Thisthesisespeciallypaidattentiontothiskindoftransfbrmationconcem 

totherulepolicytoKoreanpeopleandtheChangeoftheruleorganization・

AndwetriedtoclarifytheinUuenceoftheguidancetoKoreanpeopletotｈｅ 

"Raceharmony，'poncy・

Ａｓａｒｅｓｕｌｔｗｅｃｌｅａｒｅｄｔｈａｔ“RacialHarmony,,ｔｈａｔｈａｄｂｅｅｎｄｏｎｅｉｎ 

"Manchukuo”endedinthefailure・Therefore，theguidancetoKorean

peopleprocessedunder"RacialHalmony'ideacouldnotescapefiPomthe 

fEIteofthefailureUnderthesituationofup]iftingofantiJapanstruggleand 

enhancingofJapan-Chinawar,theguidancetoKOreanpeoplepoIicywasina 

stateofchaos・Andthissituationwascontinueduntiltheendofwar．

一ハ
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